
　本事業における新塗装ラインは、

他社では導入していないため、目標

を達成することで他社との圧倒的

な差別化が図れ、競争力が格段に

強化される。また、多品種・小ロッ

ト・短納期製品にも対応でき、塗装

仕様の異なる粉体塗装製品と溶剤

塗装製品が重なった場合において

も短時間で切り替え変更が可能で

あり、多様化する顧客要求に対応で

きる体制となる。

・想定ユーザー

　高品質塗装ラインの構築におい

ては、当面既存ユーザーである通

信機器産業の富士通㈱および、関

連企業を中心に受注獲得をする。

粉体塗装部門では、電力関連部品

である開閉器を中心に、別図番の

受注拡大と電気自動車用充電設備

の受注を目標とする。今後需要の

増加が見込まれ量産対応を依頼さ

れている。

今後の展望

株式会社星秀社

・売上目標

　事業終了後3年間で60％増の

年間生産高8,000万円を見込む。

さらに既存受注産業以外への販路

開拓も積極的に実施することによ

り、5年後には従来の2倍である年

間生産高1億円を見込む。

4.製造設備の有効塗装寸法の拡大

と耐荷重問題の解決

　新塗装ブースは、いずれも縦吊り

による有効塗装寸法を【W800×

L800×H2300】へと拡大し、技

術的目標であった最大有効寸法を

可能とした。また、新塗装ライン総

耐荷重が9,000kg、均等耐荷重は

120kgとなり、大型の被塗物に関

しても高品質塗装及び量産化対応

が可能となった。

5.生産設備変更に伴う品質評価

　生産設備変更に伴い、富士通㈱

による見本板(テストピース)にて塗

装の品質評価及び製造設備の評価

を行い、全ての評価項目で試験規

格を満たし合格となった。
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ジャパンテック株式会社

石油由来に匹敵する
高純度ペットボトルリサイクル原料
実現のための高精度選別装置の開発

　高純度ペットボトルリサイクル原

料は、これまで石油由来原料だけが

使われていた用途・分野において

広範な代替を可能とする。想定され

るユーザーは、国内大手繊維メー

カーおよび国内大手フィルムメー

カーである。高純度ペットボトルリ

サイクル原料の開発により、高機能

フィルム、高機能繊維用途におい

て、少なくとも30％が石油由来か

らの代替が可能となる。また、飲料

ボトルでの再生PET樹脂の利用が

拡大する中、炭酸飲料ボトルにおい

ても100％の代替が可能となる。

　今回、独自のノウハウを活かして

世界最高水準の精度を有する選別

装置を開発し、使用済みペットボト

ルに混入する異物・異材質を徹底

的に取り除き、石油由来に匹敵する

高純度な再生原料を実現するため

に本事業を実施した。

　本事業では、近赤外線センサー

等を備えた光学選別装置をベース

に独自の開発を行い、高精度に異

物・異材質を除去し、石油由来に迫

る品質の再生PET樹脂製造に向け

て技術開発を行った。

　実施スケジュールを図１に示す。

　事業の実施内容を下掲スケ

ジュールの項目に沿って以下に述

べる。

1-①回収品に含まれる異物・異材

質の実態の把握

　当社宇都宮工場に搬入された使

用済みペットボトルに混入する異物

を確認し、当該異物を高精度に除

去するために求められる機能を導

出することを目的として、既存設備

における問題点の洗い出し等を

行った。

1-②センサーの改良、組み合わせ、

感度の最適化

　1-①に基づいて、使用済みペット

ボトルから高精度に異物を除去す

ることができる選別装置の仕様を

決定し、同仕様に基づいて装置を

製作できるメーカー2社に見積り提

示を依頼した。2社のうち、最安値

が提示されたペレンクSTジャパン

株式会社を共同開発先に選定し、

同装置の製造を依頼した。

1-③選別装置の製作・設置

　選別装置の製作に当たっては、

先に提示した仕様に加え、PP、PE

などの異なる樹脂からできている

ボトルなどを認識するのに十分な

光学特性を有するレンズの製作も

依頼した。近赤外線センサー、可視

光線センサーおよび、同センサー

類を用いて材質を認識する心臓部

については、ペレンクSTジャパン株

式会社の親会社の工場があるフラ

ンスで製造し、コンベア、ハウジン

グ等については、大阪府摂津市内

にある工場で製造した。

1-④選別装置の試運転・精度の検

証

　当社宇都宮工場に組立が完了し

た光学選別機をライン上に仮設す

る作業を行った。同工場に運び込ま

れる使用済みペットボトルの異物混

入状況を記録するとともに高精度

な異物除去に向けて実証実験を開

始した。

ⅰ．オフライン選別トライアルの実施

　高精度な異物排除を実現するた

めに3回のオフライン選別トライア

ルを行い、当社独自の選別手法を

確立した。

　最終的に、図７に示されるエリア

認識に加えて、図10のエリアを装

置に認識させることで誤選別はな

くなり、透明ペットボトルを使用済

みペットボトルから正確に抽出でき

る結果が得られた。
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図１　事業実施スケジュール



図１０　追加された認識させるべきエリア
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　本事業の実施後の売上げ目標を

表3に示す。事業実施後１年目には

高機能用途向けで3,000ｔの販売

を実現。さらに、事業実施後5年目

には、同用途向けに12,000tを販

売し、当社の総販売量の3分の2以

上が高機能用途向けに置き換わる

ことを予定している。

今後の展望

ジャパンテック株式会社

　これにより、事業実施後5年目に

は、売上高は平成26年度末比

14％増の2,055百万円、経常利

益は平成26年度末比の1.5倍に
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る。
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ンスで製造し、コンベア、ハウジン

グ等については、大阪府摂津市内

にある工場で製造した。

1-④選別装置の試運転・精度の検

証

　当社宇都宮工場に組立が完了し

た光学選別機をライン上に仮設す

る作業を行った。同工場に運び込ま

れる使用済みペットボトルの異物混

入状況を記録するとともに高精度

な異物除去に向けて実証実験を開

始した。

ⅰ．オフライン選別トライアルの実施

　高精度な異物排除を実現するた

めに3回のオフライン選別トライア

ルを行い、当社独自の選別手法を

確立した。

　最終的に、図７に示されるエリア

認識に加えて、図10のエリアを装

置に認識させることで誤選別はな

くなり、透明ペットボトルを使用済

みペットボトルから正確に抽出でき

る結果が得られた。

ⅱ．原料試作の実施

原料品質を確認するための試作＝

実証を実施した。

2．作業工程マニュアル作成・社員

教育

　量産化を想定し、作業工程マニュ

アルを作成。課長・班長を対象に教

育を行った。

3．特許申請

　この事業実施で得られた手法に

ついて、平成27年9月28日付で

特許申請を行った。

　従来技術で製造されたものは、

黒い異物が若干量混入しているの

が肉眼でも明らかである。他方、本

事業で開発した装置を用いて試作

したものは、異物の混入がほとんど

なく、その純度は99.9％以上であ

ることが確認された。

（図11、表1）
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